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1――はじめに 

人口の高齢化が進み、高齢の患者が増加している。それとともに入院中心の医療から、自宅等で暮

らしつつ受療する地域医療へと、医療のかたちは多様化している。併せて、医師の高齢化も進んでい

る。一方、大学医学部定員はやや引き上げられており、今後、若手医師の養成が進むものとみられる。 

本稿では、医師の分布にスポットライトをあてて、その構造をみていくこととしたい。 

2――医師の年齢ごとの推移 

まず、医師の年齢分布、すなわち世代構造について概観していく。 

1｜医師資格の付与は、時代ごとに異なる 

 医師になるには、医師資格が必要である。そこで、医師になろうとする若者は、医学の研鑽を積ん

で医師資格の取得を目指す。ただし医師資格の付与は、各時代ごとに異なってきた。 

 戦前、国公立大学の医学部および医学校を卒業した者や、文部大臣の指定を受けた私立大学の医学

部や医学校の卒業者には、無試験で医師免許が与えられていた。特に、1937年の日中戦争勃発以降1945

年の第二次世界大戦終戦までの戦時下には、軍医として医師の増員が要望され、大学の臨時附属医学

専門部や医学専門学校が各地に新設された。また、医学の教育年限の短縮も図られた。これにより、

1920年代生まれの世代から多くの医師が生まれた。1 

 戦後、1946年に医師の国家試験が開始された。1949年には新たな学制がスタートし、戦前の大学医

学部や医学校は、新制大学に移行した。医学専門学校は新制大学に転換されるものと、廃止されるも

のに二分された。そして、各大学には定員が設定された。定員数は、1960年代まで毎年3,000人前後

とされていた。1970年代には、医学部未設置県の解消を図るために一県一医大構想が掲げられて、医

学部が新設され、定員数が引き上げられた。1980年代半ばには、8,000 人台でピークを迎えた。1979

年の琉球大学医学部以降、医学部の新設はなく、定員数は 8,000 人程度で推移した。2010 年頃より、

                                                
1 1945年には、医学部、医学校の定員と、医学専門部、医学専門学校の入学者数の合計は1万人を超えており、現在(2019

年度)よりも多かった。(「医学部入試の変遷と今後の方向」石原賢一(日本内科学会雑誌 104 巻 12号, 2015 年)を参考に、

筆者がまとめた。) 
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既存医学部の定員増や2つの医学部の新設が行われた2。2019年度に、定員数は9,420人となっている。 

 

2｜戦争末期の資格付与者が、医師数の増加に寄与してきた 

 医師資格の付与の増減の効果は、数十年の時をおいて中高齢の医師数の増減に表れる。この様子を、

戦争末期の医師の養成増加についてみてみよう。この世代は1920年代の生まれで、1986年には 60歳

前後、2006年には80歳前後となっている。10年ごと、10歳ごとの医師数の推移を示すグラフで表し

てみると、たしかに、この世代は前後の世代に比べて医師数3が多いことがわかる(緑点線枠囲み)。 

 

3｜1970 年代の定員数の引き上げが、現在の 60 歳前後の医師の増加に結びついている 

 つぎに、この同じグラフから、1970年代の定員数の増加の影響を読みとってみよう。1970年代の定

員増加は、1950 年代生まれ以降の世代に影響している。1950 年代生まれは、1996 年には 40 歳前後、

2016 年には 60 歳前後となっている。グラフをみると、この世代以降は、それ以前の世代よりも医師

数が多いことがわかる(青点線枠囲み)。将来を見通すと、この世代は2026年には70歳前後、2036年

には80歳前後と高齢にシフトするため、今後、高齢の医師は増加するものとみられる。 

3――女性医師割合の変化 

                                                
2 2016年に東北医科薬科大学、2017年には国際医療福祉大学が、医学部を開設した。 
3 本稿では、医師数は、医療施設従事医師数を表すこととする。なお、図表2以降の図表の出典は、いずれも「医師・歯科医

師・薬剤師調査」(厚生労働省)。 
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図表1. 大学医学部定員数の推移 

* 防衛医科大(定員80人基準)は、含んでいない。 

※「これまでの医学部入学定員増等の取組について」(文部科学省, 今後の医学部入学定員の在り方等に関する検討会(第1回), 

 平成22年12月22日,資料2)、「医学部入学定員増について」(文部科学省, 2015年10月, 2019年1月)等より、筆者作成 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

-34 35-44 45-54 55-64 65-74 75-84 85-

(人) 

(歳) 

図表2. 年齢層別医師数 

* 1976年には年齢不詳が58人いるが、この人数はグラフに含んでいない。 

※「医師・歯科医師・薬剤師調査」(厚生労働省)より、筆者作成 

1970年代の定員数増加 (第3節) 戦争末期の医師の養成増加 (第2節) 

各年齢層の5本の棒は、左から順に1976年、1986年、1996年、2006年、2016年の医師数 
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つぎに、医師全体に占める女性医師の割合をみていこう。 

1｜女性医師割合は年々上昇している 

 女性医師割合の推移をグラフで表すと、徐々に上昇しており、2016年には 21.1%となっている。2000

年代以降、医学部入学者や医師国家試験合格者の女性割合が 30%台前半で推移している4ことを踏まえ

ると、女性医師割合はいずれこの水準にまで上昇していくものと考えられる。 

 

2｜女性医師割合は高齢ほど低い 

 女性医師割合(2016 年時点)を年齢層別にみると、30歳前後は30%台前半で、高齢に進むに連れて低

下している5。65歳以降では、女性医師割合は10%未満となっている。ただし今後は、現在の若手層が

中高齢層へとシフトするに連れて、中高齢層でも女性医師の割合は徐々に高まるものと考えられる。 

 

4――病院・診療所別の医師の分布 

つづいて、病院と診療所別に医師の分布をみていこう。図表4を、病院と診療所に分解してみる。 

1｜病院の医師は若手が中心 

 病院では、30歳代、40歳代の若手の医師が多い。特に、女性医師は30歳前後の層がもっとも多い。

                                                
4 「女性医師キャリア支援モデル普及推進事業の成果と今後の取組について」(平成29年度女性医師キャリア支援モデル普及

推進事業に関する評価会議(資料 3), 厚生労働省, 2018年 3月 14日)に掲載のグラフより、筆者が読みとったもの。 
5 ただし、85歳以上などの超高齢層では、男女の平均寿命の違いにより女性医師割合が高まる。(85歳以上では、12.5%) 
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図表3. 医師の性別別推移 

女性[左軸] 男性[左軸] 女性割合[右軸] 
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図表4. 性別・年齢層別医師分布 (2016年) 
女性[左軸] 男性[左軸] 女性割合[右軸] 
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一方、高齢に進むにしたがって、医師数は減少している。これは、多くの勤務医が中高齢期になると

開業して病院の医師から診療所の医師に変わる、という医師のキャリアパスを表しているとみられる。 

 

2｜診療所の医師は 60 歳前後がピーク 

 診療所では、中高齢の医師が中心となっている。60歳前後で、診療所の医師数が病院の医師数を上

回る。性別ごとにみると、男性は60歳前後がピークなのに対して、女性は50歳前後が最も多い。ま

た、女性医師割合は、総計では病院のほうが高いが、世代別にみるとどの世代でも診療所のほうが高

い。若手医師が多い病院と、高齢医師が多い診療所の分布の違いが、こうした状況の背景にある6。 

 

5――診療科ごとの医師の分布 

最後に、診療科ごとに医師の年齢・性別の分布をみていく。診療科は、細かくみると多くの種類が

あり、医師によっては複数の診療科を標榜している場合もある。そこで今回は、診療科を大きく8つ

の区分に分けることとする7。なお、診療科には、医師が主たる診療科として標榜しているものを取り

上げる。以下、各診療科ごとに簡単にみていく。 

                                                
6 このように、個別要素ごとにみた場合と総計でみた場合とで、割合の大小関係が異なるケースは、「シンプソンのパラドッ

クス」として知られている。詳しくは、「シンプソンのパラドックス－合計で見ると、結果が変わる?」篠原拓也(ニッセイ

基礎研究所, 研究員の眼, 2017年 5月 2日)を参照いただきたい。 
7 筆者の判断で8つの区分に含めなかった医師は、臨床研修医が16,701人、全科・その他・不詳の医師が6,327人。 
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図表5-1. 病院の性別・年齢層別医師分布 (2016年) 
女性[左軸] 男性[左軸] 女性割合[右軸] 
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図表5-2. 診療所の性別・年齢層別医師分布 (2016年) 
女性[左軸] 男性[左軸] 女性割合[右軸] 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=55641?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=55641?site=nli


 

 

5｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2019-10-15｜Copyright ©2019 NLI Research Institute All rights reserved 

1｜内科・皮膚科は、60 歳前後の男性医師が中心 

医師数がもっとも多い内科・皮膚科は、診療所勤務の60歳前後の男性医師が多いものとみられる。 

 

2｜外科は、50 歳前後の医師が中心で、男性医師の割合が高い 

手術の執刀医を務めることもある外科は、50歳前後の男性医師が中心で、女性割合は低い。 

 

3｜眼科・耳鼻咽喉科は、男女の各年齢層に幅広く分布 

眼科・耳鼻咽喉科は、医師が特定の性別・年齢層に集中しておらず幅広く分布している。 

 

4｜小児科は、30 歳・40 歳前後で女性医師の割合が高い 

小児科は、40歳前後にピークがあり、30歳・40歳前後では女性医師の割合が高い。 
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図表6-1. 内科・皮膚科の医師分布 (2016年) 
女性[左軸] 男性[左軸] 女性割合[右軸] 

* 内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科(胃腸内科)、腎臓内科、神経内科、糖尿病内科(代謝内科)、血液内科、皮膚科、 

  アレルギー科、リウマチ科、感染症内科の合計 

総数＝121,880人 
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図表6-2. 外科の医師分布 (2016年) 

* 外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科(胃腸外科)、泌尿器科、肛門外科、脳神経外科、整 

  形外科、形成外科、美容外科の合計 

総数＝66,040人 
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図表6-3. 眼科・耳鼻咽喉科の医師分布 (2016年) 

* 眼科、耳鼻咽喉科の合計 

総数＝22,416人 
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図表6-4. 小児科の医師分布 (2016年) 

* 小児科、小児外科の合計 

総数＝17,739人 
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5｜産科・婦人科は、30 歳・40 歳前後で半数以上が女性医師 

産科・婦人科は、30歳・40歳前後で女性医師割合が 50%超であり、若手女性医師の活躍が目立つ。 

 

6｜精神科・心療内科は、50 歳前後の男性医師が中心 

精神療法を行う精神科・心療内科は、主に50歳前後の男性が中心的に活躍している。 

 

7｜麻酔科・リハビリテーション科・放射線科等は、40 歳前後が中心で、若手女性医師の割合が高い 

麻酔科・リハビリテーション科・放射線科等は、若手の医師が多く、この年齢層で女性割合が高い。 

 

8｜救急科は、40 歳前後の医師が中心で、男性医師の割合が高い 

救急医療を担う救急科は、若手の医師が多く、男性割合が高い。 
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図表6-5. 産科・婦人科の医師分布 (2016年) 

* 産科、婦人科、産婦人科の合計 

総数＝13,154人 
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図表6-6. 精神科・心療内科の医師分布 (2016年) 

* 精神科、心療内科の合計 

総数＝16,519人 
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図表6-7. 麻酔科・リハビリテーション科・放射線科等の医師分布 (2016年) 

* 麻酔科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、臨床検査科の合計 

総数＝20,739人 
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図表6-8. 救急科の医師分布 (2016年) 

* 救急科の医師数 

総数＝3,244人 
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6――おわりに (私見) 

 本稿では、図表をもとに、日本の医師の分布構造をみていった。人口の高齢化が進むとともに、新

たな医療技術の進展が図られる中で、医療の体制をどのように整備するかは重要なカギとなる。特に、

今後増加する70歳代以降の高齢の医師には、内科、皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科、心療内科な

どの診療所で総合診療医として、地域医療の中心的な役割を担ってもらうことが期待される。 

 医師の分布構造は、毎年の新卒医師の育成を通じて徐々にしか変化していかない。たとえば、今年

大学を卒業する医師は、30年、40年先の医療体制をかたち作ることとなる。そのため、その体制づく

りにおいては、長期的視点を持って、医師の配置を考えていくことが不可欠となる。 

 今後の医療政策の議論や、医師の育成の動向などに、引き続き注意していくこととしたい。 


